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静岡県における肺吸虫の調査

川根町のサワガニにおける宮崎肺吸虫感染の
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川根町渡島地区を流れる大井川支流で，いくつかの砂防

ダムで区切られた渓流部から，民家の間を通って平地部

に達する川幅約２ｍの小流である．本研究に用いたサワ

ガニは，最下部の砂防ダムから民家の傍らに至る約150

ｍの問で数人で底石を起こしながら，手で採集した．

この部分は，下流約100ｍはコンクリートの川底となっ

ているが，上流部は自然の状態で，あたりは杉の植林と

茶畑等になっている．採集個体数が少ないときは，さら

に上流から採集した場合もあった上流から上水道に採

水していることもあって，水量は比較的少なく，また，

気象条件によって差が大きかった．水温は冬期で10°Ｃ

前後,夏期で18°Ｃ前後であった．

採集したサワガニは研究室へ持ち帰り，性別を記録

し，甲幅を１ｍｍ単位で測定後，甲殻をはずして内部諸

器官を取り出し，２枚のガラス板で圧平して，実体顕微

鏡下でメタセルカリアを検索した。取り出したメタセル

カリアは，1.2％ＮａＣｌ水溶液中に保存し，適宜，犬ま

たはラットに感染させ，成虫の回収を行なった．

序論

宮崎肺吸虫，Ｒｚｒａｇｏ'１ｚｗｓｍｉｙａｚａ肺Ｋａｍｏｅｔα/､，

1961は西日本各地に広く分布するが，静岡県の大井)１１流

域に産するサワガニ，Geo'ＭＰ/mSacZehαα"ｉに寄生す

るメタセルカリアは初の人体症例の原因となったこと

で知られている（林ら，１９７４；横川ら，1974)．その後

の調査により川根町のサワガニに高率の寄生が認めら

れ，なかでも，渡島地区は－時80％に及ぶ感染率が報告

された（望月ら，1975；伊藤･望月，１９７５；林ら，1977)．

1976年以来，著者らは同地区で継続的に野外調査を行な

い（佐野ら，１９７７；ＳａｎｏｅＺａＺ.，1978)，それまでこの

地方では不明であった第１中間宿主貝が西日本で報告さ

れているアキヨシホラアナミジンニナ（ＢＭﾉｶ伽"α,Zip‐

抑"icααえiyoWe7zSis）とは異なるＳａｇα"oα属の－新

種であることを報告した（佐野ら，1979)．

そこで，今回は木地区におけるサワガニでのメタセル

カリア感染率のその後の推移を明らかにするため，１９７６

年から1984年に至る９年間の年次変動について検討を加

えてみた．まずサワガニでのメタセルカリア感染率なら

びに平均感染数について検討し，ついで，個体群動態の

機構を明らかにしてゆく上で重要な要因となると思われ

る，サワガニの個体あたりの宮崎肺吸虫メタセルカリア

感染数の頻度分布のパターンについても検討した．

結果

1976年から1984年まで，計19回の採集の結果をＴａｂｌｅ

ｌに示す.総計1,844個体のサワガニが採集され，その平

均感染率は52.6％であり，個体あたりの平均感染数は約

1.4メタセルカリアであった．甲幅の平均値は20.1ｍｍ

であったが，個々のサンプルについてみると平均値間で

最大5.3ｍｍもの差があった．サワガニは，孵化後，年

に数回の脱皮を繰り返し，報告者により若干の差はある

ものの，４年で約18ｍｍに達するとされている（嶺井，

1976；金森，１９７７；YamaguchiandTakamatsu,１９８０；

調査地および方法

調査・採集は，1976年５月14日を第１回として1984年

10月30日まで計19回行なった．調査地は，静岡県榛原郡

'）浜松医科大学寄生虫学教室２）静岡県予防医学協会
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行天，1983)．そこで本研究では，採集時毎の小個体の割

合の違いによる偏りを除くため，１８ｍｍ以上の計1,476

個体について解析を行なった（Table２)．

感染率は1977年に－時高い値を示し，Ｘ２検定の結果

では年毎の変動も認められた（p＜005）が，全体とし

ては50％前後で比較的安定していた（Table２)．

サワガニあたりの平均メタセルカリア数は，短期間内

での変動はあるものの，時間の経過とともに減少してき

ているように`思われた（Table３)．すなわち，1978年ま

では平均メタセルカリア数が２を超える場合が多かった

のに対し，その後は，ほぼ1.5前後の値を維持していた．

平均感染数について統計学的検定を行なうにあたり，サ

ワガニあたりのメタセルカリア数の頻度分布を調べてみ

ると，後述のように集中分布の一つである負の二項分布

への適合‘性が示唆された．負の二項分布においては，分

散が平均値の関数であり，統計学的検定にはデータの変

換が必要である．そこで，個々のサワガニあたりのメタ

セルカリア数（x）をＸ＝log(x＋1）に変検し（Willi‐

ams,1937)，その平均値をプロットした（Fig.１)．ｔ検

定によりサンプル間の差を検定してみると，感染率と同

様に年次による変動はあったが，1977年５月を除いてみ

ると，年数の経過による減少傾向は特には認められなか

った．

次にサワガニあたりのメタセルカリア数の頻度分布に

ついて調べてみた．まず集中度の指標として分散と平均

値の比をとってみると，いずれの場合も分散が平均値を

上回り，この分布が集中分布であることが明らかである

(Table３)．一般に，宿主あたりの寄生虫数の頻度分布

は負の二項分布に適合することが知られており（Crof‐

ton，１９７１；Pennycuick，1971)，肺吸虫についてもケリ

コツト肺吸虫（StrombergeZaZ.，1978）や宮崎肺吸虫

(行天，1983）でこの分布への適合』性が報告されている．

今回の結果についても適合`性は認められたが，適合度は

必ずしも良くなかった（0.05＜ｐ＜0.10)．そこで平均こ

みあい度を使った解析法（Iwao，1968）で更に検討し

た．全体ではバラツキが多く，結果が不明瞭なため，性

（３６）
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別にプロットして回帰直線の式を計算すると，雄では切

片÷０，傾き＞１となり，やはり負の二項分布に適合す

ることが示唆された（Fig.２b)．一方，雌では切片＞０

となり，傾きは１に近いが，平均こみあい度が飛び抜け

て高いサンプルを除くと１よりも大きくなり（Fig.２a)，

いずれの場合でも，負の二項分布以外の集中分布への適

合性が示唆された．しかし，実際に前者の場合の分布と

してＮｅｙｍａｎＡ型と複合ポアソン分布をあてはめてみ

ると，その適合度は極めて悪かった（Table４)．

サンプル数と変動パターンの関係について検討するた

め，Morisita（1959）の１６示数を用いて相対誤差を計

算し，ついでサワガニあたりの平均メタセルカリア数の

許容精度を30％とした時に相対誤差がそれ以下になるた

めに必要な最少サンプル数を各回について求めてみた

(真喜屋，1980）（Table３)．全体としては，ほとんど各

回とも十分量のサンプルを得ていたが，1976年５月，

1979年11月および1980年４月の３回のサンプル数が過少

であった．

考察

川根町渡島地区における宮崎肺吸虫は，林ら（1977）

が同じ18ｍｍ以上の個体について報告した70～80％よ

りはやや低いものの，この９年間にわたり，依然高い感

染率を示し，人体感染の可能性を十分に保持しているこ

とが明らかとなった．サワガニあたりのメタセルカリア

数では，1978年以降低いレベルへ移行しているが，統計

学的には大きな差はみられなかった．ただ，分散と平均

値の比およびＩＤ示数の減少からもわかるように，集中

度は減少してきており，サワガニあたりの最大感染数の

変化も平行していた（Table３)．このことは，宮崎肺吸

虫個体群の大きさとは別に，サワガニ個体群への伝播の

過程に何らかの変化が起こっていることを示唆するもの

と思われる．しかし，今回の結果では採集月がまちまち

であることもあって，季節的な変動の関与も無視できな

い．ただ，その季節性も，秋から晩秋に多くなる傾向

(林ら，１９７７；行天，1983）は，1978,79年にはみられ

（３７）



468
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合にみられたように，他の集中分布への適合`性も否定で

きない．負の二項分布の成因も複合分布であると言われ

ている（Pielou,1969）が，雌の場合に推定される分布

型が，いずれも「コロニー」を基にした複合分布である

(Iwao,1968）ことは，その成因について示唆的である．

宮崎肺吸虫感染における「コロニー」が，第１中間宿主

貝体内で無性的に増殖したセルカリアの集団であると

考えると，サワガニにおける分布型は，貝からサワガニ

ヘの伝播様式の特性に左右されると考えられる．この点

は，終宿主による虫卵の散布，第１中間宿主貝の感染動

態などと共に年次変動にも大きく関与するであろう．し

かし，現在のところではこれらに関する情報は乏しい．

今後の動態を予測してゆく上でも，これらを含めた調査

が不可欠になると思われる．

川根地区のサワガニにおけるメタセルカリアの感染動

態を今後とも調査解析してゆく上で，サンプルの大きさ

は重要な問題となる．今回の結果では，全体としてはほ

とんどが十分量のサンプル数を得ていた．集中度が増加

すれば必要サンプル数は大きくなるが（真喜屋，1980)，

この数年は集中度が減少しているため、必要サンプル数
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たものの，７９年の変動は有意ではなく，また，1984年に

は季節による差はほとんどみられず，一定の傾向は認め

られなかった．

サワガニあたりのメタセルカリア数の頻度分布につい

ては，負の二項分布への適合性が示唆されたが，雌の場

(３８）
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も減少している．従って，同じ地区からのサンプルであ

っても，その分布の集中度によって必要サンプル数が変

化するため，一定のサンプルサイズを決定することは難

しい性別の解析を行なう可能性と，実際の採集では小

個体も含まれることを考慮すると，一つの目安として

100個体前後のサンプリングが必要であると考えられる．
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茎覗

静岡県川根町渡島地区のサワガニに寄生する宮崎肺吸

虫のメタセルカリアについて，1976年から1984年までの

９年間にわたり調査を行ない，甲幅18ｍｍ以上の個体を

用いて，その感染状況の年次変動およびサワガニあたり

の平均メタセルカリア数について解析を行なった．

１）サワガニの感染率は，この９年間約50％前後で安

定した値を示した．サワガニあたりの平均メタセルカリ

ア数については，減少してきているような傾向はみられ

たものの，統計学的には特に大きな変化は認められなか

った．

２）メタセルカリア数の頻度分布は集中分布し，全体

として負の二項分布に適合した．しかし，集中度は減少

してきている．平均こみあい度による解析では，雄は負

の二項分布への適合』性が示唆されたが，雌は他の集中分

布への適合性が示唆された．

３）１６示数を用いてサワガニあたりの平均メタセル
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! Abstract =
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EPIDEMIOLOGICAL STUDIES ON THE LUNG FLUKE IN SHIZUOKA PREFECTURE

(4) ANNUAL CHANGES IN PARAGONIMUS MIYAZAKII INFECTION

AND FREQUENCY DISTRIBUTION PATTERN IN A FRESHWATER CRAB,

GEOTHELPHUSA DEHAANI, AT KAWANE-CHO

Hideto KINO", Mamoru TERADA1), Akira I. ISHIF\ Hisashi MOCHIZUKI25

AND MOTOHITO SANOn

(D Department of Parasitology, Hamamatsu University School of Medicine,

Hamamatsu, Japan ; 2) Shizuoka-ken Association of Health Service)

Surveys of crabs, Geothelphusa dehaani, for the infection with Paragonimus miyazakii

metacercariae have been conducted from 1976 to 1984 at Dojima, Kawane-cho, Shizuoka Pref. Of

total 1844 crabs collected, 1476 individuals with carapace width of 18 mm or more were examined

in detail.

The prevalence was rather stable, showing around 50 % during these 9 years. Although the

mean density of metacercariae per crab appeared to have declined, the statistical analysis showed

little significant change.

The frequency distribution of metacercariae per crab was found to fit to the negative bino

mial distribution. Levels of aggregation of each sample came to decline through the years. Anal

ysis using values of mean crowding suggested a fitness to the negative binomial for male, but to

the other complex distributions for female.

The necessary minimum sample sizes were calculated using Id index. Only a few samples

were below the minimum requirement at a level of 30 % in relative error, whereas the most sam

ples were over the optimum size.

( 41 )




